
県

タト

内

V
県
外
の
動
き
A

教育動向

6
月
初
日
長
崎
で
関
か
れ
た
日
本
教
職
員
連

盟
の
第
二
固
定
期
大
会
で
、
川
崎
哲
夫
委
員

長
は
臨
教
審
答
申
を
前
向
き
に
評
価
。
来
賓

の
松
永
文
相
は
協
力
を
求
め
た
。
（
長
崎
新

聞）7
月
3
日
埼
玉
県
大
里
郡
寄
江
町
の
小
中
学

校
生
ら
二
千
二
百
四
十
五
人
が
発
病
し
た
食

中
毒
は
、
町
立
給
食
セ
ン
タ
ー
の
カ
レ
l
汁

が
原
因
と
わ
か
り
、
今
月
中
の
同
セ
ン
タ
ー

の
給
食
中
止
を
決
定
。
（
埼
玉
新
聞
）

5
日
政
府
は
閣
議
で
、
全
閣
僚
で
構
成
す
る

「
教
育
改
革
推
進
会
議
」
の
設
置
を
決
め
、

閣
議
後
第
一
回
会
議
を
聞
い
た
。
文
部
省
は

「
教
育
改
革
推
進
本
部
」
を
省
内
に
設
け
、

改
革
に
着
手
。
〈
毎
日
）

8
日
文
部
省
は
昭
和
六
十
二
年
度
の
共
通
一

次
試
験
に
つ
い
て
、
五
教
科
五
科
目
の
方
針

を
全
国
公
立
大
学
長
に
通
知
0

・
（
毎
日
）
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の

教

動

向

2昼
間

8
日
教
育
委
員
準
公
選
制
を
求
め
て
市
民
グ

ル
ー
プ
が
直
接
請
求
し
た
条
例
案
を
審
議
し

て
い
た
大
阪
府
高
槻
市
七
会
市
民
投
票
条
例

審
査
特
別
委
員
会
は
、
同
条
例
案
を
反
対
多

数
で
否
決
。
〈
毎
日
）

9
B
I
ロ
日
日
本
高
等
学
校
教
職
員
組
合

（
金
子
毅
委
員
長
、
三
万
五
千
人
）
の
第
六

十
三
回
定
期
大
会
。
臨
教
審
第
1
次
答
申
へ

の
批
判
活
動
、
退
学
者
を
出
さ
な
い
学
校
づ

く
り
、
被
爆
四
十
周
年
を
期
し
て
の
平
和
教

育
の
強
化
、
三
十
五
入
学
級
実
現
へ
の
取
り

組
み
強
化
な
ど
を
決
議
。
（
山
陽
新
聞
）

叩
日

t
m
B津
市
で
日
教
組
第
六
十
一
固
定

期
大
会
。
臨
教
審
答
申
を
反
国
民
的
と
批
判
、

管
理
主
義
の
排
除
、
体
罰
一
掃
を
決
議
。

（
毎
日
〉

向
日
臨
教
審
の
第
一
次
答
申
に
つ
い
て
総
理

府
が
行
っ
た
世
論
調
査
の
結
果
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。
答
申
を
提
出
し
た
乙
と
を
「
知
ら

な
い
」
人
が
四
二
%
。
（
毎
日
）

・1
、v
・、、、

旬
日
臨
教
審
第
三
部
会
（
初
等
中
等
教
育
担

当
〉
は
教
員
の
資
質
向
上
の
一
環
と
し
て
問

題
教
師
を
排
除
す
る
た
め
都
道
府
県
教
委
の

附
属
機
関
と
し
て
、
第
三
者
で
構
成
す
る

’
「
教
育
陪
審
」
制
度
を
基
本
方
針
に
盛
り
込

む
方
向
で
検
討
に
入
っ
た
。
（
朝
日
）

幻
自
ま
で
に
文
部
省
は
、
六
十
二
年
度
予
算

の
概
算
要
求
に
あ
た
り
、
臨
教
審
の
第
一
次

答
申
具
体
化
に
向
け
て
の
各
局
予
算
を
一
括

計
上
し
、
「
教
育
改
革
関
連
予
算
」
と
し
て

同
省
予
算
の
最
重
点
項
目
に
位
置
付
け
る
方

針
を
固
め
た
。
（
読
売
）

辺
自
松
永
文
相
と
田
中
一
郎
日
教
組
委
員
長

の
初
の
ト
ッ
プ
会
談
が
文
部
省
大
臣
室
で
。

予
算
概
算
要
求
に
つ
い
て
の
教
育
団
体
の
陳

情
の
一
環
。
「
人
間
味
あ
る
教
育
の
推
進
」

と
「
個
性
の
尊
重
」
で
は
意
見
が
一
致
ロ

（
サ
ン
ケ
イ
）

お
日
臨
教
審
の
有
国
第
三
部
会
長
は
「
教
育

陪
審
制
動
に
つ
い
て
」
と
い
う
個
人
メ
モ
を

公
表
。
同
制
度
導
入
構
想
の
背
景
と
な
る
考

え
方
、
委
員
会
構
成
や
人
選
な
ど
、
詳
細
な

見
解
を
明
ら
か
に
し
た
。
（
毎
日
）
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Mm
日
大
阪
府
高
槻
市
議
会
は
、
臨
時
本
会
議

で
、
住
民
が
請
求
し
た
「
教
育
委
員
候
補
者

選
定
に
関
す
る
市
民
投
票
条
例
案
」
を
反
対

多
数
で
否
決
。
（
読
売
）

M
日
文
部
省
が
ま
と
め
た
「
幼
稚
園
教
育
実

態
調
査
」
で
、
全
国
の
国
公
私
立
幼
稚
園
の

約
一
割
で
読
み
書
き
や
数
量
な
ど
の
一
斉
指

導
を
し
て
い
る
乙
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

生
活
面
で
は
「
弱
い
も
の
い
じ
め
を
す
る
子

供
が
増
え
た
」
「
自
発
的
に
遊
べ
な
い
幼
児

が
目
立
つ
」
と
い
っ
た
回
答
も
多
い
。
〈
日

本
経
滞
新
聞
）

幻
自
徹
底
し
た
歳
出
削
減
の
一
環
と
し
て
大

蔵
省
は
九
文
部
省
予
算
の
半
分
以
上
を
占
め

る
義
務
教
育
費
の
国
庫
負
担
金
を
根
本
的
に

見
直
す
方
針
を
明
ら
か
に
し
た
。
一
千
億
円

程
度
削
減
を
狙
っ
て
い
る
。
（
読
売
）

幻
日
教
育
改
革
に
つ
い
て
独
自
の
取
り
組
み

を
続
け
て
き
た
日
本
青
年
会
議
所
（
野
津
喬

会
頭
）
は
、
「
人
づ
く
り
と
教
育
の
役
割
」

と
題
す
る
提
言
を
公
表
。
固
に
「
教
育
改
革

推
進
国
民
会
議
」
、
地
域
に
「
教
育
改
革
推

進
市
民
会
議
」
、
地
方
自
治
体
は
「
子
ど
も

の
た
め
の
地
域
教
育
憲
章
」
等
。

イ）れ
固
ま
で
に
、
臨
教
審
第
一
部
会
は
、
い
わ

ゆ
る
問
題
教
師
、
非
行
・
い
じ
め
な
ど
教
育

現
場
で
の
苦
情
処
理
、
調
査
な
ど
を
行
う

「
教
育
オ
ン
プ
ズ
マ
ン
制
度
」
の
導
入
を
検

討
す
る
方
針
を
固
め
た
。
（
サ
ン
ケ
イ
）

例
日
臨
教
審
は
委
員
懇
談
会
と
運
営
委
員
会

を
聞
き
、
基
本
答
申
で
取
り
扱
う
重
点
項
目

を
、
「
二
十
一
世
紀
に
向
け
て
の
教
育
の
基

本
的
な
在
り
方
」
「
教
育
行
政
の
見
直
し
」

「
生
涯
学
習
の
機
会
の
拡
大
」
「
教
員
の
資

質
の
向
上
」
「
学
級
編
成
な
ど
教
育
条
件
」

「
徳
育
」
「
高
校
入
試
」
「
高
等
教
育
改
革
」

「
国
際
化
」
の
九
項
目
に
絞
る
乙
と
で
合
意
。

（
毎
日
）

8
月
7
日
臨
教
審
第
三
部
会
は
、
教
員
の
資

質
向
上
案
の
一
環
と
し
て
、
採
用
一
年
前
の

四
月
に
教
員
志
願
者
を
採
用
先
の
都
道
府
県

に
登
録
さ
せ
る
「
事
前
申
し
込
み
制
」
の
導

入
を
検
討
す
る
と
と
で
一
致
。
（
朝
日
）

お
日
文
部
省
が
ま
と
め
た
学
校
基
本
調
査
速

報
で
、
中
学
浪
人
を
含
む
「
無
業
者
」
が
一

〈
サ
ン
ケ

万
六
千
二
百
三
十
ニ
で
数
も
率
も
五
十
年
代

最
高
、
高
校
進
学
率
が
九
三
・
八
M
m
と
三
年

響
。
ダ
ウ
ン
を
記
録
し
た
乙
と
が
わ
か
っ
た
。

（
朝
日
〉
m日
文
部
省
は
学
校
校
舎
の
新
改
築
に
あ
た
っ

て
木
材
を
積
極
的
に
活
用
す
る
方
針
を
決
め
、

全
国
の
都
道
教
育
長
に
通
知
。
補
助
金
単
価

手
鉄
筋
並
み
に
引
き
上
げ
る
方
針
。
（
毎
日
）

幻
自
札
幌
市
内
で
関
か
れ
た
臨
教
審
の
北
海

道
地
区
公
聴
会
は
、
改
革
の
最
大
関
心
事
の

一
つ
で
あ
る
教
員
の
資
質
向
上
問
題
や
へ
き

地
教
育
振
興
な
ど
具
体
的
な
提
言
が
さ
れ
る

一
方
で
、
初
の
，
密
室
公
聴
会
’

K
は
批
判

も
強
く
、
今
後
に
課
題
を
残
し
た
。
意
見
発

表
者
八
人
、
一
人
五
分
の
発
言
時
問
。
〈
北

海
道
新
聞
）

羽
田
政
府
は
教
育
改
革
推
進
閣
僚
会
議
の
実

務
機
関
で
あ
る
幹
事
会
の
第
二
回
会
合
を
聞

き
、
企
業
の
採
用
人
事
改
革
を
進
め
る
た
め

九
月
中
旬
を
メ
ド
に
経
済
四
団
体
主
文
部
、

労
働
両
省
で
構
成
す
る
協
議
機
関
を
発
足
さ

せ
る
乙
と
を
決
め
た
。
〈
日
本
経
済
新
聞
〉

9
月
2
日
大
蔵
省
は
来
年
度
文
教
予
算
の
う

そ，，；

・
・
・
！
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ち
私
学
助
成
費
を
今
年
度
予
算
に
比
べ
五
Mm

削
減
す
る
方
針
を
固
め
た
。
（
サ
ン
ケ
イ
）

5
日
文
部
省
は
、
全
国
の
公
立
小
、
中
、
高

校
が
乙
の
春
の
卒
業
・
入
学
式
に
「
日
の
丸
」

を
掲
撮
し
た
か
、
「
君
が
代
」
を
斉
唱
し
た

か
に
つ
い
て
、
都
道
府
県
、
政
令
指
定
都
市

別
の
調
査
結
果
を
公
表
、
各
教
育
委
員
会
に

対
し
「
国
旗
と
国
歌
の
適
切
な
取
り
扱
い
の

徹
底
」
を
求
め
る
初
等
中
等
局
長
名
の
通
知

を
送
っ
た
。
乙
の
問
題
で
文
部
省
が
通
知
を

出
す
の
は
初
め
て
。
（
朝
日
）

8
自
国
立
婦
人
教
育
会
館
で
二
日
間
の
日
程

で
開
い
た
委
員
に
よ
る
合
宿
集
中
審
議
を
終

え
た
。
六
才
児
就
学
、
年
限
九
年
の
義
務
教

育
を
維
持
す
，
る
乙
と
で
一
致
。
「
教
職
適
格
審

査
会
」
創
設
構
想
は
第
三
部
会
で
煮
つ
め
る

ζ

と
に
な
っ
た
ロ
（
朝
日
）

9
日
文
部
省
は
、
幼
稚
園
か
ら
小
・
中
・
高

ま
で
一
貫
し
た
新
し
い
教
育
課
程
を
編
成
し

学
習
指
導
要
領
の
全
面
改
定
に
取
り
組
む
た

め
教
育
課
程
審
議
会
を
発
足
さ
せ
る
乙
と
に

し
、
委
員
二
十
七
人
と
諮
問
事
項
を
決
め
た
。

（
毎
日
）

7
月
3
B
，
県
な
が
ら
条
例
’
の
運
用
に
つ

い
て
、
県
議
会
六
月
定
例
会
が
と
り
あ
げ
る
。

県
教
委
は
、
「
覚
書
き
の
徹
底
を
図
る
」
と

答
弁
す
る
。
今
後
の
展
開
が
注
目
さ
れ
る
。

（
日
報
〉

4
日
県
議
会
で
「
い
じ
め
」
問
題
が
と
り
あ

げ
ら
れ
、
有
磯
教
育
長
は
、
五
月
に
実
施
し

た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
報
告
す
る
。
そ
れ
に

よ
る
と
、
特
に
小
学
校
で
は
三
人
に
一
人
が

「
い
じ
め
」
の
被
害
を
・
つ
け
て
い
る
と
い
う

深
刻
な
状
況
で
あ
る
。
〈
日
報
）

悶
日
三
条
市
立
大
崎
中
学
校
（
三
上
孝
校
長
〕

げ
日
臨
教
審
第
一
部
会
は
「
教
育
行
財
政
の

在
り
方
」
に
つ
い
て
協
議
、
日
教
組
な
ど
教

職
員
組
織
の
在
り
方
に
つ
い
て
今
後
審
議
し

て
い
く
乙
と
を
決
め
た
。
（
サ
ン
ケ
イ
）

沼
田

t
u日
日
教
組
は
学
者
ら
の
協
力
で
独

自
に
作
っ
た
教
育
改
革
案
（
第
一
次
報
告
）

を
も
と
に
「
教
育
改
革
を
考
え
る
国
民
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
」
を
聞
い
た
。
（
毎
日
）

V
県
内
の
動
き
企
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で
、
女
教
師
ら
に
暴
力
を
ふ
る
っ
た
三
年
男

子
七
名
が
、
新
潟
地
検
三
条
支
部
に
書
類
送

検
さ
れ
る
。
（
読
売
）

ロ
日
「
県
私
学
の
公
費
助
成
を
す
す
め
る
会
」

（
坂
東
克
彦
会
長
）
は
、
県
内
私
立
高
へ
の

助
成
金
を
県
立
高
の
二
分
の
一
ま
で
引
き
上

げ
る
県
条
例
制
定
を
求
め
る
た
め
、
請
求
内

容
と
証
書
交
付
申
請
書
を
県
に
提
出
す
る
。

（
読
売
）

・
干
潟
小
「
自
主
学
校
」
の
休
校
式
が
行
な

わ
れ
る
。
（
日
報
〉

旬
日
新
潟
大
学
は
来
年
度
の
学
生
募
集
要
項

を
発
表
し
た
が
、
工
学
部
に
お
い
て
も
定
員

の
5
l
n
M
m
を
推
薦
で
入
学
さ
せ
る
乙
と
が

明
ら
か
に
な
る
。
推
薦
入
学
制
は
、
農
学
部

に
次
ぐ
も
の
。
（
読
売
）

・
北
蒲
原
郡
安
田
町
立
山
手
小
学
校
〈
山
田

浩
校
長
）
で
、
四
月
か
ら
始
め
て
来
た
「
フ
ッ

素
洗
口
」
を
め
ぐ
り
、
洗
口
を
受
け
な
い
児

童
が
急
増
し
、
父
母
と
学
校
側
が
対
立
す
る
。

（
朝
日
）

沼
田
新
潟
市
の
私
立
新
潟
第
一
高
校
は
、
来

年
度
か
ら
付
属
中
学
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
計
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画
で
あ
る
乙
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
（
日
報
）

お
日
広
く
県
民
か
ら
県
教
育
行
政
に
対
す
る

意
見
を
き
く
県
教
育
モ
ニ
タ
ー
会
識
が
関
か

れ
る
。
（
日
報
）

お
日
干
溝
小
学
校
統
廃
合
問
題
で
、
原
告
が

提
出
し
て
い
た
特
別
抗
告
を
最
高
裁
が
却
下

す
る
。
ハ
日
報
）

幻
自
県
教
委
は
、
県
内
高
校
入
学
状
況
調
査

を
ま
と
め
る
。
高
校
入
学
者
は
昨
年
よ
り
、

六
九
五
人
の
減
と
な
る
。
（
日
報
〉

8
日
1
日
私
学
助
成
直
接
請
求
運
動
が
は
じ

ま
る
。

8
月、

9
月
の
二
カ
月
間
で
お
万
人

の
署
名
を
集
め
る
方
針
。
（
毎
日
）

3
日
柏
崎
市
に
私
立
の
四
年
制
大
学
新
設
に

む
け
て
整
備
を
進
め
て
い
る
今
井
哲
夫
岡
市

長
ら
に
対
し
て
、
君
知
事
は
協
力
を
約
束
す

る
。
〈
日
報
）

7
日
小
出
署
と
県
警
は
、
旧
干
溝
小
占
拠
に

関
し
て
、
守
る
会
会
長
ら
三
人
の
書
類
送
検

す
る
。
（
日
報
）

日
日
教
員
採
用
が
今
後
大
幅
に
狭
き
門
と
な

る
。
児
童
数
の
激
減
が
原
因
と
な
っ
て
、
例

年
の
半
分
程
度
の
見
通
し
に
な
る
と
と
が
明

' . 

ら
か
に
な
る
。
〈
日
報
）

泊
目
文
部
省
が
，
ま
と
め
た
学
校
基
本
調
査
に

よ
っ
て
、
県
の
高
校
進
学
は
九
五
・

OMm、．

大
学
・
短
大
進
学
率
は
二
五
・
八
形
（
全
国

四
十
三
位
）
で
あ
る
乙
と
が
明
ら
か
に
な
る
。

（
浪
人
生
を
除
く
大
学
・
短
大
進
学
率
は
、
十
九
・

O
M
m）
（
日
報
）

・
旧
干
講
小
校
舎
の
解
体
が
始
ま
る
。

（
日
報
〉

初
日
柏
崎
市
の
新
潟
短
期
大
学
（
金
田
一
郎

学
長
）
は
、
四
年
制
「
新
潟
産
業
大
学
」
と

し
て
昭
和
六
十
三
年
四
月
開
校
め
ざ
し
、
準

備
会
を
学
内
に
設
置
す
る
。
（
読
売
）

初
日
干
溝
訴
訟
訟
で
、
新
潟
地
裁
は
干
溝
小

校
舎
跡
地
な
ど
を
現
場
検
証
す
る
。
〈
毎
日
）

9
月
3
日
十
日
町
市
は
、
市
内
に
全
寮
制
県

立
農
業
高
校
を
設
置
す
る
運
動
を
展
開
す
る

乙
と
に
な
る
。
〈
日
報
）

4
日
県
教
委
は
、
「
い
じ
め
」
問
題
の
対
策

と
し
て
、
校
内
指
導
確
立
を
柱
と
す
る
「
学

校
運
営
に
お
け
る
い
じ
め
問
題
に
関
す
る
取

り
組
み
」
と
い
う
通
知
を
各
市
町
村
教
委
や

学
校
に
出
す
。
（
日
報
）

5
日
県
教
委
は
、
女
子
生
徒
の
非
行
防
止
の

た
め
中
学
校
女
子
教
員
を
対
象
と
し
た
「
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
実
技
講
習
会
」
を
＝
一
カ
年
計

画
で
実
施
す
る
と
と
が
明
ら
か
に
な
る
。

（
日
報
）

7
日
文
部
省
が
「
国
旗
の
掲
揚
や
国
歌
の
斉

唱
を
徹
底
せ
よ
」
と
い
う
通
知
を
出
し
た
の

を
受
け
て
、
県
教
委
は
、
文
部
省
通
知
の
趣

旨
に
沿
っ
た
対
応
を
求
め
る
文
書
を
だ
す
方

針
で
あ
る
乙
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
（
↓
叩

月
幻
目
、
県
教
委
は
各
校
K
通
知
す
る
）

（
日
報
）

・
「
国
旗
、
国
歌
」
の
徹
底
を
求
め
る
文
部

省
通
知
に
対
し
て
、
県
高
教
組
は
、
県
教
委

に
対
し
て
「
同
通
知
の
撤
回
を
申
し
入
れ
て

ほ
し
い
」
と
の
申
し
入
れ
番
を
提
出
す
る
。

〈
日
報
）

刊
日
西
頚
城
郡
能
生
町
立
中
能
生
小
学
校

（
八
木
義
雄
校
長
）
で
、
プ
ー
ル
授
業
中
、

小
学
一
年
生
が
で
き
死
す
る
。
（
日
報
）

旬
日
新
発
田
市
立
本
丸
中
学
校
（
横
山
弘
司

郎
校
長
）
で
、
転
校
し
て
来
た
ば
か
り
の
中
、

一
女
生
徒
が
ケ
ン
カ
を
苦
K
二
階
か
ら
飛
び



教育動向

降
り
、
大
け
が
を
す
る
。
ハ
日
報
）
（
田
中
勝
治
会
長
〉
は
、
今
月
一
か
月
間

叩
日
県
教
委
は
、
乙
れ
ま
で
原
則
的
に
非
公
「
教
育
一
一

O
番
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
。

関
で
あ
っ
た
教
育
委
員
会
を
十
一
月
か
ら
原
（
日
報
）

則
公
開
花
す
る
乙
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
し

4
日
干
溝
訴
訟
第
五
回
口
頭
弁
論
で
、
桜
井

か
し
、

m項
目
に
も
お
よ
ぶ
厳
し
い
条
件
が
小
出
町
長
ら
三
人
の
証
人
採
用
が
決
定
さ
れ

あ
り
、
非
公
開
と
同
じ
実
態
で
あ
る
と
の
意
る
。
〈
日
報
〉

見
が
数
多
い
。
〈
日
報
）

5
日
私
学
助
成
直
接
請
求
運
動
は
、
直
接
請

旬
日
新
潟
市
立
東
曽
野
木
小
学
校
（
斎
藤
虎
求
署
名
と
し
て
は
県
政
史
上
最
高
の
幻
万
人

雄
校
長
〉
で
、
休
み
時
間
中
に
サ
ッ
カ
ー
ゴ

l

k

達
し
た
乙
と
が
わ
か
る
。
（
朝
日
〉

ル
が
横
転
し
、
六
年
女
子
児
童
が
重
傷
を
負
・
県
教
委
は
、
六
十
一
年
度
公
立
高
校
募
集

う

。

（

日

報

）

学

級

調

整

案

を

明

ら

か

に

す

る

。

そ

れ

に

よ

旬
日
昭
和
五
七
年
五
月
に
発
生
し
た
、
水
原
る
と
、
全
日
制
で
十
一
校
十
二
学
級
を
恒
久

町
立
安
野
小
学
校
弥
彦
登
山
転
落
訴
訟
で
、
減
、
四
校
五
学
級
を
単
年
度
減
と
し
、
六
校

新
潟
地
裁
は
学
校
側
に
過
失
な
し
と
の
判
断
六
学
級
を
恒
久
増
、
三
校
三
学
級
を
単
年
度

を

す

る

。

（

朝

日

〉

増

と

す

る

等

の

内

容

で

あ

る

。

初
日
「
県
私
学
助
成
を
す
す
め
る
会
」
は
、
（
↓
日
目
、
県
教
委
は
来
年
度
の
公
立
高
校
の
入

県
総
務
部
が
新
潟
日
報
に
出
し
た
「
県
だ
よ
学
試
験
に
関
し
て
、
推
薦
入
学
を
商
業
や
工
業
に

り
」
に
内
容
上
の
誤
り
、
問
題
が
あ
る
と
し
も
拡
大
し
、
そ
の
数
は
定
員
の
印
鑑
程
度
と
す
る

て
、
県
に
抗
議
す
る
。
（
日
報
）
乙
と
を
き
め
る
）
（
日
報
〉

初
日
旧
干
溝
水
占
拠
に
関
し
て
書
類
送
検
さ
時
日
県
教
育
委
員
長
が
初
め
て
会
議
を
公
開

れ
て
い
た
三
人
に
対
し
て
、
新
潟
地
検
は
起
し
た
が
、
報
告
中
心
で
三
十
分
足
ら
ず
で
終

許
猶
予
処
分
に
す
る
。
〈
日
報
）
わ
る
。
（
日
報
〉

叩
月
1
日
教
育
を
よ
く
す
る
新
潟
市
民
会
議
旬
日
「
県
私
学
助
成
を
す
す
め
る
会
」
は
、

61 

来
月
8
自
に
本
請
求
を
す
る
見
通
し
に
な
る
。

（
赤
旗
）

・
新
潟
市
は
、
曽
野
木
、
内
野
に
学
童
保
育

が
実
現
す
る
よ
う
に
予
算
化
を
約
束
す
る
。

〈
赤
旗
）

ゆ
日
県
教
委
は
、
六
十
一
年
度
公
立
高
校
募

集
学
級
計
画
案
を
、
県
会
総
文
小
委
員
会
に

提
出
す
る
。
両
津
高
校
漁
業
科
な
ど
五
学
級

を
恒
久
減
と
す
る
内
容
で
あ
る
。
（
日
報
〉

n日
新
潟
心
理
学
会
（
会
長
・
加
藤
謙
新
大

名
誉
教
授
〉
は
、
第
二
十
二
回
大
会
で
「
い

じ
め
」
問
題
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
な
う
。

（
日
報
）

初
日
新
潟
市
補
導
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
と
、
今

年
四
月
か
ら
九
月
ま
で
に
新
潟
市
内
で
補
導

さ
れ
た
背
少
年
は
三
千
四
百
十
七
人
（
昨
年

比
七
・
八
帰
結
）
で
あ
り
、
特
に
小
学
生
は
、

前
年
比
二
二
・
二
Mm増
の
八
百
四
十
一
人
で

あ
る
と
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
（
朝
日
）

却
日
中
条
署
は
、
北
蒲
原
郡
中
条
町
立
中
条

中
学
校
（
八
幡
鶴
男
校
長
〉
の
校
内
で
起
き

た
生
徒
同
士
の
ケ
ン
カ
で
、
三
年
男
子
二
名

を
補
導
す
る
。
（
日
報
夕
刊
）


